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（５月中に記入）
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対象 意図

施策の目標指標

市民アンケート調査の結果（施策に関する重要度と満足度）

重要度(%) 満足度(%)

83.6 28.4

重要度DI 満足度DI

81.2 4.0

施策推進のための取組の成果を測る指標

長振策定時

28年度実績

成　果

現状・課題

今後の方向性

拡大・充
実

（６月中に記入）

今後の方向性

拡大・充
実

0
（1）

1

生活困窮者の自立支援
支援決定件数（継続含
む。）（件）

2 7 17 17

8,888
（9000）

9,000

生活困窮者の自立支援 自立世帯件数（世帯） 9 37 20 15
22
（10）

10

地域福祉活動の推進 民生委員活動件数（件） 8,135 8,346 8,963 9,536

今後の方向性の根拠等（他施策との連携、総合戦略との関連、環境変化等を踏まえ記入）

・コロナ禍の影響が当初の想定より長期化しており、さらに見通しがつかない状況にある。社会的支援なくしては自立した生活を送ることができ
ない世帯が増えていくと思われ、少子高齢、人口減少社会へ対応し、かつ、社会保障制度を持続可能としていくため、地域福祉の推進がます
ます求められる。

②-2　政策部会による振り返り（Check）　

政策部会で出された施策に対する意見等（将来像の実現に向けた課題や優先度、市民との協働のあり方など）

【市民福祉部会意見】
○　施策担当課が記載する方向性のとおり。

②-1　振り返り（Check）　

施策を取り巻く環境変化・市民ニーズ等への対応

・各法の整備により、地域社会における共生の実現に向けた取組が進められている。また、「わが事・丸ごと」の地域づくりの強化に向け、「地域の中で互い
に助け合い、支え合いながら暮らす」社会が求められている。
・モデルの補助事業として行われていた地域包括支援体制整備事業が令和２年度で終了し、新しいメニューとして制度化される。

施策の成果（貢献度の高い事業等）と現状・課題

・保護率は減少傾向にあり、他法活用等により自立して生活できる人が増えている。
・地域支え合いマップの作成等を通じて、地域福祉充実に向けたモデル的な取り組みができた。

・市民の悩み事や困り事が多様化しており、複数の要因が関連していることから、係内、課内、関係課との連携強化が一層求められる。
・地域福祉活動の推進に取り組む校区・自治体の醸成を図る。
・202１年度に地域福祉計画の策定に着手する。
・成年後見制度や権利擁護等組織整備が必要なものについて、関係機関と調整しながら整備を行う。

0
（10）

10

地域福祉活動の推進
支援ツール作成地区数
（件）

7 7 11 17
24
（52）

72

ひとり親家庭の自立支援
資金貸付・自立支援等の相
談件数（件）

6 4 15 6

10
（12）

16

ひとり親家庭の自立支援
就業支援により自立できた
件数（件）

0 0 0 1

23
（60）

60

障がい者の自立支援
障害福祉サービス（就労支
援）利用者数(人）

112 101 100 109
114
（130）

130

障がい者の自立支援
障害福祉サービス利用者
数（居宅介護・行動支援な
ど）（人）

26 22 19 20

12-30

基本事業名
関連
戦略
№

成果指標（単位）
指標の推移 最終目標値

29年度実績 30年度実績 １年度実績 ２年度実績 ３年度目標値

重要度DI 満足度DI

85.3 0.8 82.9 10.2 81.1 0.4

重要度DI 満足度DI 重要度DI 満足度DI 重要度DI 満足度DI

重要度(%) 満足度(%)

86.1 26.8 84.8 31.3 82.7 24.0

重要度(%) 満足度(%) 重要度(%) 満足度(%) 重要度(%) 満足度(%)

西之表市に住み続けたい
と思う人の割合（%）

68.8 66.4 67.3 67.6
66.5
（76.0）

平成29年度実績 平成30年度実績 令和1年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

①計画⇒実施　（Plan⇒Do）　　

長振策定時 指標の推移 最終目標値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績 令和1年度実績 令和２年度目標値 令和3年度目標値

地域福祉の充実

長期振興計画
の位置づけ

まちづくり分野 ひと分野 担当課

施策の目的 市民
　地域の中で互いに助け合い、支え合いながら暮らすことがで
きる。

目標指標（単位）

福祉事務所

政策分野 健康・福祉 課長名 下川　法男

施策 重点施策の該当

78.0

家族以外で助け合える人
がいる人の割合（％）

75.6 74.4 75.2 75.1
72.2
（82.0）

84.0


